






我が国での学校検尿も制度として定着し、十年を過ぎた。一つの制度がようやく、その真

価を発揮し、腎疾患の予防管理の上で大きな評価を得るに至っている。 

すなわち、慢性腎炎が小児期にもあること、無症候性血尿や蛋白尿の存在をクローズ・ア

ップしたこと、腎疾患の成因、自然歴の解明、そして異常の早期発見と生活指導により、

腎疾患の悪化の防止の可能性があること等、数多くの小児腎疾患についての新知見を浮き

彫りにした。 

このように積み重ねられたデーターをもとにして、児童、生徒の腎疾患管理をいかにする

か、いいかえれば診断よりもまず管理の在り方に目を向けた点が、この制度の評価を高め

た由縁であろう。 

異常尿かならずしも病的尿にあらずの概念がそれを裏付けた。病的尿ありとされた場合、

いかに管理すればその進行を遅らせることができるか、等が真剣に議論されてきた。 

学校保健会が委員会運営を行い作製した腎臓手帳は、小児期腎疾患管理の上で、ヘルスパ

スポートとしての役割を果たし、しかも全国に拡がりをみせた。慢性に経過する疾患の管

理に不可欠となるプログレスノートの役割を学校検尿という予防医学的事業の中に位置付

けたのは、きわめて有意義であった。 

診断よりも管理の姿勢でスタートした学校検尿も時の流れとともに、早期診断、早期治療

の方向へと進み、今ではその両者がせり合いをみせている。 

この度組織された、予防と管理基準に関する研究班では全国 14施設(表参照)の協力を得て、

向う 3年間幾つかのテーマに絞って共同研究することになった。以下に編成された研究グ

ループおよび本年度の研究内容を紹介する。 


